
【表紙】
 
【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 中国財務局長

【提出日】 2023年11月10日

【四半期会計期間】 第45期第２四半期（自　2023年７月１日　至　2023年９月30日）

【会社名】 株式会社秋川牧園

【英訳名】 AKIKAWA FOODS & FARMS CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　秋川　正

【本店の所在の場所】 山口県山口市仁保下郷10317番地

【電話番号】 ０８３（９２９）０６３０

【事務連絡者氏名】 経営管理部長　　原田　良人

【最寄りの連絡場所】 山口県山口市仁保下郷10317番地

【電話番号】 ０８３（９２９）０６３０

【事務連絡者氏名】 経営管理部長　　原田　良人

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社秋川牧園(E00344)

四半期報告書

 1/18



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第２四半期連結
累計期間

第45期
第２四半期連結
累計期間

第44期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年９月30日

自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 3,338,253 3,632,541 7,070,463

経常利益 （千円） 34,686 127,992 242,195

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 16,052 86,445 156,042

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △11,164 84,526 144,347

純資産額 （千円） 1,982,581 2,180,927 2,138,092

総資産額 （千円） 5,485,214 6,358,636 6,073,371

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 3.85 20.73 37.43

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.1 34.2 35.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 177,231 198,341 449,011

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △259,732 △361,943 △708,350

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △182,353 84,416 172,907

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 601,326 700,564 779,750

 

回次
第44期

第２四半期連結
会計期間

第45期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
 自2022年７月１日
 至2022年９月30日

 自2023年７月１日
 至2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 3.89 8.56

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して
おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

　(1)財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間（2023年４月１日～2023年９月30日）におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス

感染症の分類移行に伴って社会経済活動の正常化が進展したものの、原材料・エネルギーの輸入価格の高騰や人手

不足の深刻化による物価上昇が進んでおり、景気の先行きは依然不透明な状況となっております。食品業界につき

ましては、原材料や人件費など様々なコストが上昇する中で消費者の節約志向へのシフトが進んでおり、厳しい事

業環境となっております。

　当社グループにつきましては、鶏肉及び冷凍加工食品を中心に販売が好調に推移したことに加え、製品の値上げ

効果もあり、売上高は増加しました。利益面につきましては、飼料価格や人件費の上昇などのコストアップ要因が

ありましたが、販売増及び値上げによる効果や鶏肉パックセンター及び冷凍食品工場の生産性の向上等により増益

となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、36億32百万円（前年同期比8.8％増）、営業利益は47百万

円（前年同期は23百万円の損失）、経常利益は１億27百万円（前年同期比269.0％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は86百万円（前年同期比438.5％増）となりました。なお、営業利益が経常利益と比較して少額になっ

ておりますが、これは、飼料価格の高騰時に備えた、国、飼料メーカー、生産者の積立金を財源とする、飼料価格

安定基金からの補填金収入（59百万円）及び飼料高騰に伴う地方自治体からの補助金収入（17百万円）を営業外収

益で計上していることが主な要因であります。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

 

（生産卸売事業）

　生産卸売事業につきましては、主な販売先である生活協同組合において、鶏肉及び冷凍加工食品を中心に販売が

好調に推移したことに加え、製品の値上げ効果もあり、売上高は増加しました。利益面につきましては、飼料価格

や人件費の上昇などのコストアップ要因がありましたが、販売増及び値上げによる効果や、鶏肉パックセンター及

び冷凍食品工場の生産性の向上等により増益となりました。

　この結果、生産卸売事業の売上高は、27億96百万円（前年同期比11.7％増）、営業利益は２億３百万円（前年同

期比43.8％増）となりました。

 

（直販事業）

　当社の食を中心とした安心・安全な食品を全国の個人の消費者に直接お届けする直販事業につきましては、値上

げ効果がありましたが、新型コロナウイルス感染症の分類移行に伴う宅配特需の反動減等により、売上高は横ばい

となりました。利益面につきましては、人件費の上昇などのコストアップ要因がありましたが、会員募集費の効率

的な投入によって販売費及び一般管理費の売上比率が低下したことにより増益となりました。

　この結果、直販事業の売上高は、８億36百万円（前年同期比0.2％増）、営業利益は58百万円（前年同期比

50.0％増）となりました。

 

財政状態については、次のとおりであります。

 

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、26億64百万円（前連結会計年度末は26億31百万円）と

なり、前連結会計年度末と比べ33百万円増加いたしました。主な要因は、商品及び製品の増加（１億79百万円）、

現金及び預金の減少（79百万円）及び仕掛品の減少（54百万円）などによるものであります。

（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、36億93百万円（前連結会計年度末は34億41百万円）と

なり、前連結会計年度末と比べ２億52百万円増加いたしました。主な要因は、建設仮勘定の増加（２億69百万円）

によるものであります。

（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、26億61百万円（前連結会計年度末は24億11百万円）と

なり、前連結会計年度末と比べ２億49百万円増加いたしました。主な要因は、短期借入金の増加（１億42百万円）

によるものであります。
 

EDINET提出書類

株式会社秋川牧園(E00344)

四半期報告書

 3/18



（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、15億16百万円（前連結会計年度末は15億23百万円）と

なり、前連結会計年度末と比べ７百万円減少いたしました。主な要因は、長期借入金の減少（12百万円）によるも

のであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、21億80百万円（前連結会計年度末は21億38百万円）とな

り、前連結会計年度末と比べ42百万円増加いたしました。

 

(2)キャッシュ・フローの分析

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利

益が１億28百万円（前年同期は30百万円）となり、減価償却費（１億97百万円）、短期借入金の増加額（１億50百

万円）等から、有形固定資産の取得による支出（３億67百万円）、棚卸資産の増加（１億25百万円）、長期借入金

の返済による支出（１億19百万円）等を控除した結果、前連結会計年度末に比べ79百万円減少し、７億円となりま

した。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は１億98百万円（前年同期は１億77百万円の獲得）になりました。

　これは主として、税金等調整前四半期純利益（１億28百万円）に対して、減価償却費（１億97百万円）、未収入

金の減少額（48百万円）、賞与引当金の増加額（37百万円）等から、売上債権の増加額（60百万円）、法人税等の

支払額（44百万円）等を控除した結果によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は３億61百万円（前年同期は２億59百万円の使用）になりました。

　これは主として、有形固定資産の売却による収入（３百万円）等から、有形固定資産の取得による支出（３億67

百万円）等を控除した結果によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は84百万円（前年同期は１億82百万円の使用）になりました。

　これは主として、短期借入金の純増額（１億50百万円）、長期借入れによる収入（１億円）等から、長期借入金

の返済による支出（１億19百万円）、配当金の支払額（41百万円）等を控除した結果によるものであります。

 

(3)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

(4)研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、15,882千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

   　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,179,000 4,179,000
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 4,179,000 4,179,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年７月１日～

2023年９月30日
－ 4,179 － 714,150 － 381,030
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（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

秋川　正 山口県山口市 1,138 27.3

秋川　實 山口県山口市 433 10.4

秋川牧園職員持株会 山口県山口市仁保下郷10317 292 7.0

㈱山口銀行 山口県下関市竹崎町４丁目２－36 200 4.8

秋川　喜代子 山口県山口市 131 3.1

秋川　寿子 千葉県印西市 129 3.1

山口県信用農業協同組合連合会 山口県山口市小郡下郷2139 120 2.9

伊藤忠飼料㈱ 東京都江東区亀戸２丁目35－13 106 2.5

秋川　茂 山口県防府市 69 1.7

㈱西京銀行 山口県周南市平和通１丁目10-２ 50 1.2

計 － 2,670 64.0

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 9,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,166,200 41,662 －

単元未満株式 普通株式 3,000 － －

発行済株式総数  4,179,000 － －

総株主の議決権  － 41,662 －

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

㈱秋川牧園
山口県山口市仁保下

郷10317
9,800 － 9,800 0.23

計 － 9,800 － 9,800 0.23

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、晄和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 779,750 700,564

受取手形、売掛金及び契約資産 830,156 890,708

商品及び製品 205,032 384,075

仕掛品 363,942 309,346

原材料及び貯蔵品 240,470 242,970

未収入金 129,470 80,979

その他 84,974 58,281

貸倒引当金 △2,264 △2,159

流動資産合計 2,631,531 2,664,767

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,270,066 1,243,569

機械装置及び運搬具（純額） 467,338 444,149

土地 1,042,166 1,078,998

建設仮勘定 229,889 499,716

その他（純額） 112,587 120,809

有形固定資産合計 3,122,049 3,387,243

無形固定資産   

のれん 8,816 6,992

その他 18,642 16,210

無形固定資産合計 27,459 23,203

投資その他の資産 292,331 283,421

固定資産合計 3,441,840 3,693,868

資産合計 6,073,371 6,358,636

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 449,034 435,404

短期借入金 1,326,749 1,469,180

リース債務 7,001 5,116

未払法人税等 55,261 52,319

賞与引当金 42,977 80,395

その他 530,873 619,291

流動負債合計 2,411,896 2,661,708

固定負債   

長期借入金 1,145,099 1,132,818

リース債務 9,488 6,937

繰延税金負債 10,452 4,669

退職給付に係る負債 298,047 312,113

役員退職慰労引当金 60,294 59,462

固定負債合計 1,523,382 1,516,000

負債合計 3,935,279 4,177,708
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 714,150 714,150

資本剰余金 553,441 553,441

利益剰余金 818,392 863,147

自己株式 △5,880 △5,880

株主資本合計 2,080,103 2,124,858

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 54,954 52,781

その他の包括利益累計額合計 54,954 52,781

非支配株主持分 3,034 3,288

純資産合計 2,138,092 2,180,927

負債純資産合計 6,073,371 6,358,636
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 3,338,253 3,632,541

売上原価 2,546,413 2,752,796

売上総利益 791,839 879,745

販売費及び一般管理費 ※ 815,417 ※ 832,092

営業利益又は営業損失（△） △23,578 47,653

営業外収益   

受取利息 73 158

受取配当金 674 811

補填金収入 52,097 59,754

受取保険金 741 －

補助金収入 1,542 19,287

その他 8,562 7,151

営業外収益合計 63,690 87,162

営業外費用   

支払利息 5,306 6,823

その他 118 －

営業外費用合計 5,425 6,823

経常利益 34,686 127,992

特別利益   

固定資産売却益 1,143 2,273

補助金収入 1,000 123

特別利益合計 2,143 2,396

特別損失   

固定資産売却損 225 419

固定資産除却損 320 1,155

固定資産圧縮損 1,000 123

鳥インフルエンザによる損失 4,689 －

特別損失合計 6,234 1,697

税金等調整前四半期純利益 30,594 128,690

法人税、住民税及び事業税 8,018 43,390

法人税等調整額 6,485 △1,398

法人税等合計 14,504 41,991

四半期純利益 16,090 86,699

非支配株主に帰属する四半期純利益 37 253

親会社株主に帰属する四半期純利益 16,052 86,445

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益 16,090 86,699

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △27,254 △2,173

その他の包括利益合計 △27,254 △2,173

四半期包括利益 △11,164 84,526

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △11,202 84,272

非支配株主に係る四半期包括利益 37 253
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 30,594 128,690

減価償却費 186,931 197,647

のれん償却額 1,824 1,824

貸倒引当金の増減額（△は減少） △772 △105

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,564 37,417

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 17,384 14,066

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △12,559 △832

受取利息及び受取配当金 △747 △969

支払利息 5,306 6,823

有形固定資産売却損益（△は益） △917 △1,853

有形固定資産除却損 320 1,155

売上債権の増減額（△は増加） △79,077 △60,552

棚卸資産の増減額（△は増加） △81,188 △125,919

未収入金の増減額（△は増加） 17,180 48,490

仕入債務の増減額（△は減少） 64,467 △13,629

補助金収入 △1,000 △123

固定資産圧縮損 1,000 123

その他 1,884 15,584

小計 183,196 247,839

利息及び配当金の受取額 747 969

利息の支払額 △5,280 △6,281

補助金の受取額 1,000 123

法人税等の支払額 △2,433 △44,309

営業活動によるキャッシュ・フロー 177,231 198,341

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △265,038 △367,057

有形固定資産の売却による収入 3,232 3,226

投資有価証券の取得による支出 △8 △8

貸付けによる支出 △180 △310

貸付金の回収による収入 2,672 2,620

ソフトウエアの取得による支出 △310 △385

その他 △100 △28

投資活動によるキャッシュ・フロー △259,732 △361,943

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 150,000

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △136,835 △119,850

配当金の支払額 △41,486 △41,296

リース債務の返済による支出 △4,032 △4,436

財務活動によるキャッシュ・フロー △182,353 84,416

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △264,855 △79,185

現金及び現金同等物の期首残高 866,182 779,750

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 601,326 ※ 700,564
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【注記事項】

（追加情報）

（新型コロナウイルスの感染拡大及びウクライナ情勢が会計上の見積もりに与える影響）

　前連結会計年度の有価証券報告書（重要な会計上の見積り）に記載した、新型コロナウイルス感染症及びウクライ

ナ情勢の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について、重要な変更はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
　　至 2022年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
　　至 2023年９月30日）

運賃 256,361千円 269,168千円

給与手当 170,100 177,545

賞与引当金繰入額 32,064 33,111

退職給付費用 8,846 8,315

役員退職慰労引当金繰入額 2,435 2,137

貸倒引当金繰入額 △772 △105

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

現金及び預金勘定 601,326千円 700,564千円

現金及び現金同等物 601,326 700,564

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 41,691 10 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月27日

定時株主総会
普通株式 41,691 10 2023年３月31日 2023年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 生産卸売 直販

売上高    

外部顧客への売上高 2,503,686 834,567 3,338,253

セグメント間の内部売上高
又は振替高

233,542 2,256 235,799

計 2,737,228 836,823 3,574,052

セグメント利益 141,573 38,800 180,374

 

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 180,374

のれんの償却額 △1,824

全社費用（注） △202,128

四半期連結損益計算書の営業損失 △23,578

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

 

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 生産卸売 直販

売上高    

外部顧客への売上高 2,796,109 836,432 3,632,541

セグメント間の内部売上高
又は振替高

240,625 2,479 243,104

計 3,036,734 838,911 3,875,646

セグメント利益 203,592 58,219 261,812
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　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 261,812

のれんの償却額 △1,824

全社費用（注） △212,334

四半期連結損益計算書の営業利益 47,653

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

 

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント

合計
生産卸売 直販

鶏肉 1,176,965 98,335 1,275,301

冷食 901,826 99,421 1,001,248

鶏卵 310,101 55,340 365,442

その他 114,791 581,469 696,261

顧客との契約から生じ
る収益 2,503,686 834,567 3,338,253

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 2,503,686 834,567 3,338,253

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント

合計
生産卸売 直販

鶏肉 1,287,488 102,895 1,390,383

冷食 1,012,327 109,748 1,122,076

鶏卵 362,783 61,841 424,625

その他 133,509 561,947 695,456

顧客との契約から生じ
る収益 2,796,109 836,432 3,632,541

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 2,796,109 836,432 3,632,541
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

１株当たり四半期純利益 ３円85銭 20円73銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 16,052 86,445

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
16,052 86,445

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,169 4,169
 
（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年11月９日

株式会社秋川牧園

取締役会　御中

 

晄和監査法人

広島事務所

 

 
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 大藪　俊治

 

 
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 日浦　祐介

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社秋川牧

園の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社秋川牧園及び連結子会社の2023年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。
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・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１.上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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